


こ の 展 覧 会 は な ん で し ょ う か ？

審 査 結 果 が 最 も 国 際 展 基 準 に 近 い 全 国 切 手 展 ＋ 個 別 指 導 の 場

この展覧会は、国際郵趣連盟（FIP）の定める審査規則に従い、FIP 公認審査
員らが審査する全国切手展、かつ出品者への個別指導の場です。

「切手収集」をご存知の方は少なくないと思いますが、『プレゼンテーションを
楽しむことが可能な収集趣味』であることをご存知の方は多くないと思います。

プレゼンテーションの１つの方法は、A4判の台紙に、収集した切手や郵便物
を並べ、適切な文章を記載し、展示に耐えうるコレクションを作る事で、ある
程度収集の進んだコレクターの中では実践している人も多い方法です。

個人で楽しむ分にはコレクション作りは自由ですが、このコレクション作りに
競技の概念を持ち込んだのが競争切手展です。ヨーロッパ発祥で１００年以上
の歴史があり、この間に多くのコレクションが競争切手展の場で、FIP 公認審
査員により審査されてきました。

競争切手展は、陸上競技の様な絶対価値の測定ではなく、フィギュアスケート
の様な、審査規則に従い、審査員が審査を行う審査競技（100点満点）です。

日本人が国際切手展に頻繁に参加するようになったのは1980年代以降です。
欧米諸国に比べると歴史が浅い為、ルール違反の作品やルール上大幅な減点を
免れない作品もありました。しかしながら、FIP 公認審査員の日本人が少なかっ
た為、それ以外の収集家が見ようみまねで審査するしかない全国切手展も少な
くありませんでした。この為、国内で良い賞を獲得した作品の中には、世界に
進出した瞬間に、大幅に減点されてしまう作品が後を絶たない状態でした。

スタンペックスジャパンは、この様な悔しい思いをする競争展出品者を少しで
も減らす為に２０１９年夏に企画された全国切手展です。原則としてFIP 公認
審査員（伝統郵趣部門）のみで審査委員会を結成し、各審査員には、FIP 規則
の更なる理解と最新の運用の動向をご理解いただく様お願いしております。

また、出品者には、会期二日目の会場におけるクリティーク（審査員による個
別指導）への参加を強く推奨し、作品改善に役立てていただいています。

この結果、過去の本展出品者の多くが、その後開催された国際切手展で、改善
された作品を展示できる様になり、期待通りのスコアを獲得することができま
した。

この様に、本展覧会は、「出品者の為」を第一に考えて開催される全国切手展
です。もっとも、高得点を得られるコレクションは、美観の点も含めて優れて
おり、参観しても楽しめる作品ばかりです。本ガイドの説明も合わせてお楽し
みください。



STAMPEX JAPAN 2026
28TH - 30TH MARCH

NATIONAL PHILATELIC EXHIBITION
OFFICIAL GUIDEBOOK

Publisher: Stampedia, inc.
President & Editor in Chief : YOSHIDA Takashi

Date of issue: Mar. 10th 2026
Number of Issue : 1,500

Ⓒ Copyright by Stampedia, inc.
4-7-803 Kojimachi, Chiyoda, Tokyo, 102-0083

Design : Takashi Yoshida, Tokyo
Printing : Printpac, Kyoto



4

スタンペックスジャパン２０２６　公式ガイドブック

目次

目次等							       P.  4
スケジュール						      P.  5
郵政博物館 見取り図 / ディーラーブース情報		  P.  6
展示作品一覧						      P.  7
審査員紹介						      P.  8
ジャパン・フィラテリスト・サミット 2026 （表彰式を兼ねる）	 P.10
本展覧会の作品募集要綱					     P.12
展示作品紹介（１９作品）					    P.18
全国切手展「スタンペックスジャパン」の歴史		  P.94
本展覧会にご寄付をくださった方々			   P.97
PHILATAIPEI 2026 へのお誘い				    P.98

広告（50 音順）
スタンペディアオークション株式会社		  P.  17
日本郵便切手商協同組合			   P.102
全日本切手まつり実行委員会			   P.100 - 101
特定非営利活動法人 郵趣振興協会		  P.103

主催：郵政博物館
　　　特定非営利活動法人 郵趣振興協会
協賛：無料世界切手カタログ・スタンペディア株式会社　
後援：日本郵便株式会社
協力：日本郵便切手商協同組合、切手市場、一般社団法人 全日本郵趣連合、公益財団法人 日本郵趣協会

美術支援：岩崎 朋之

郵政博物館（公益財団法人 通信文化協会）
　特任研究員　藤本 栄助
　学芸員　　　冨永 紀子

特定非営利活動法人 郵趣振興協会
　理事長　　　吉田 敬

審査員会
　審査委員長　佐藤 浩一
　審査員　　　陳 友安　吉田 敬
　アプレンティス 木戸 裕介
　審査事務　　菊地 恵実

実行委員会
　実行委員長　横山 裕三
　ブース担当　守川　環
　実行委員　　鎌倉 逹敏　菊地 恵実　木戸 裕介　丹羽 昭夫　藤本 博嗣　水谷 行秀　
	 　 　宮崎 幸二　（50 音順）



5

スタンペックスジャパン２０２６　公式ガイドブック

スケジュール

3 月 28 日（土）
10:00　開場
10:30　ディーラーブース開場（初日以外は 10 時に営業開始）
17:30　閉場（最終入場受付は 17:00）
18:00　ジャパン・フィラテリスト・サミット 2026（兼スタンペックスジャパン 2026 表彰式）開場
18:30　同上 開宴（事前申込制：3/22 締切、詳細 P.10-11 参照）

3 月 29 日（日）
10:00　開場
10:10　クリティーク

* 審査員により出品者へ作品改善の指導を行います。
　出品者以外の方も、クリティークを傍聴していただいて構いません。
　ただし、クリティーク中の審査員・出品者に話しかけることは禁止します。

17:30　閉場（最終入場受付は 17:00）

3 月 30 日（月）
10:00　開場
17:30　閉場（最終入場受付は 17:00）

ジャパン・フィラテリスト・サミット2026

服装：男性はネクタイの着用をお願い致します

❖日本外国特派員協会(FCCJ) パーティルーム
❖特別協賛：スタンぺディアオークション株式会社

❖18:00 開場 18:30 開宴
❖2026年3月28日(土） Sat, March 28

① B5 出口へ

② 入ってすぐエスカレーター ④右手のエレベーターへ

③エスカレーター後、直進

②

③

④

住所：東京都 千代田区 丸の内 3-2-3　丸の内二重橋ビル5階

日本外国特派員協会（FCCJ)/パーティールームへの行き方(ご案内)
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日本外国特派員協会 (FCCJ)/ パーティールーム
住所 : 東京都 千代田区 丸の内 3-2-3 丸の内二重橋ビル 5 階

■関連行事会場への移動方法（詳細P.10-11）■

住所：東京都 千代田区 丸の内 3-2-3　丸の内二重橋ビル5階
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住所：東京都 千代田区 丸の内 3-2-3　丸の内二重橋ビル5階

日本外国特派員協会（FCCJ)/パーティールームへの行き方(ご案内)
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第７回全国切手展
スタンペックスジャパン２０２６

切手コレクション展示会場

スタンペックスジャパン２０２６

ディーラーブース
郵趣文献部門 リーディングルーム

日本切手社
（3月 28 日・29 日に出店）

ゼネラルスタンプ
（3月 29 日・30 日に出店）

切手のガレージショップ
（3月 28 日・29 日に出店）

kitteasia
（3月 28 日・29 日に出店）

ディーラーブース開場時刻、並びに出店ディーラーのご案内
開場時刻：初日（3/28）：午前 10 時 30 分　初日以外：午前 10 時 00 分

開場時刻までは混乱防止の為ディーラーブースエリアに入場できません。

博物館入口

エレ
ベータ

エレ
ベータ

階段

向島郵便局
臨時出張所
初日 (3/28）
のみ開設

郵政博物館 見取り図

見取図の１から７のエリアでは、 
常設展示を行っております。併せ
てご覧ください。

郵政博物館ご利用の

注 意 点
・館内 飲食禁止です
・展示会場では、鉛

筆以外の筆記用具
の使用を禁じます

・その他スタッフの
指示にお従いくだ
さい。
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スタンペックスジャパン２０２６　展示作品一覧
12 ページより「出品者本人による作品概説」「タイトルページ」「代表的ページ」「出品者プロフィール」を順番に掲載します。

No 部門 Fr. 出品作品名称 出品者名 過去の賞歴

1 伝統郵趣 8 手彫切手 1871-1876 黒田 卓 国際展 G
2 伝統郵趣 8 Japan Definitives 1883-1892, KOBAN 山田 廉一 国際展 LV
3 伝統郵趣 8 Japan Tazawa Old die Definitive Series 1913-1925 丹羽 昭夫 国際展 G
4 伝統郵趣 5 日本普通切手 1913-1938 菊池 達哉 国内展 V
5 伝統郵趣 8 昭和切手 1937-1946 伊藤 純英 国際展 G
6 伝統郵趣 5 インドネシア独立戦争期 1945-1949 槇原 晃二 国内展 V
7 伝統郵趣 5 スウェーデン  "Standing Lion Issue 1920-34" 斎藤 環 （初出品）
8 伝統郵趣 5 メキシコ 1856 年 ファーストイシュー 竹上 幸浩 国際展 G
9 伝統郵趣 5 ハワイ暫定政府加刷切手 山﨑 文雄 （初出品）
10 郵便史 5 極東地域のフランス郵便局 1855-1880 若桑 正一 国際展 LV
11 郵便史 5 オランダ領東インド 1941 年 11 月～ 1942 年 2 月の郵便 増山 三郎 国際展 V
12 郵便史 5 中国国家郵政郵便史　1897-1912 藤本 博嗣 国際展 LV
13 ステーショナリー 8 日本の記念特殊ステーショナリー 1936-1969 須谷 伸宏 国際展 LV
14 ステーショナリー 8 海軍担当地区のポスタルステーショナリー 守川 環 国際展 G
L-1 郵趣文献 全日本切手展史 小藤田 紘 （初出品）

L-2 郵趣文献 宮城県内郵便局の初期消印(明治5年~明治10年) 
―鈴木紀男氏のコレクションから― 小関 幸生 国内展 LV

L-3 郵趣文献 小判切手とその時代 最近の情報 小判振舞処 国内展 LV
L-4 郵趣文献 韓国切手専門カタログ 韓国郵趣連合 国際展 LV
L-5 郵趣文献 コレクター T 氏 - 旅と切手の物語 - 滝川 忠 （初出品）

＊ 過去の賞歴は公式な賞歴の内、最高となる賞を掲載しています。

　郵趣文献部門は、競争切手展の大事な一部門です。しかしながら、欧米開催と比較す
ると、アジアで開催される競争切手展では、国内展・国際展を問わず、その取り扱いは
あまりよくない為、文献部門の出品者からは不満の声が寄せられることがあります。
　欧米では、郵趣文献部門の参観者の為に読書スペース（リーディングルーム）を設け
る展覧会も増えてきました。本展覧会は「国際展郵趣文献部門の審査経験」が豊富な審
査員による審査を受けられる日本初の国内競争展で、リーディングルームも設けており
ます。
　なお 2025 年には、リーディングルームの横で、出品者による販売希望文献を購入で
きる取り組みを行いましたが、本年につきましては、ご希望がございませんでしたので、
販売を行いませんので、お知らせします。

郵趣文献部門の展示および展示作品の販売について
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審査員
Jury

審査員 吉田 敬
Mr. YOSHIDA Takashi

FIAP Jury

アプレンティス 木戸 裕介
Mr. KIDO Yusuke
Apprentice Jury

Chen Yu-An, RDP　（チェン・ユーアン）

英国 Roll of Distinguished Philatelist（RDP）に 2024 年にサイン
台湾郵趣連盟 元会長、2016 年より名誉会長
2017 年より FIAP 副会長 
2024 年より FIP グランプリクラブ副会長
FIP 登録審査員（伝統、郵便史、印紙、ステーショナリー、オープン、文献、モダン）
                     * 伝統、郵便史、印紙クラスについてはチームリーダー資格を保有
Awards: WWII Surcharges of the Chinese Republic
		  FIP, Grand Prix National	 - PHILATAIPEI 2016
		  FIAP, Grand Prix d’Honneur	 - Bangkok 2016
Chinese Imperial Postal Cards and Letter sheets
		  FIAP, Grand Prix International – Malaysia 2014

審査員 陳友安
Mr. Chen Yu-An, RDP

FIP Jury

審査委員長 佐藤 浩一
Mr. SATO Koichi, RDP

FIP Jury
Jury President

佐藤 浩一 , RDP（さとう こういち）

昭和 31 年（1956）宮城県生まれ、神奈川県在住

1964 年の東京オリンピック記念切手を機に収集を開始し、学生時代よりイギリス、タスマニア、
アルゼンチン、ハイデラバードを収集。1997年にFIP登録審査員となり、現在は伝統収集、郵便史、
文献部門の審査員資格を有す。

受賞歴
　Tasmania – Imperforated Chalon Heads
　　Grand Prix d’Exposition – AUSTRALIA 1999
　　Grand Prix d’Honneur – MELBOURNE 2013
　Hyderabad
　　Gold Medals － Paris 1999 & Praga 2018
　Argentina Sitting Liberty Issues
　　Gold Medal － Bangkok 2018
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吉田 敬　（よしだ たかし）

昭和 42 年（1967）東京都練馬区生まれ、東京都在住

1977 年６月から 1988 年頃まで、戦後日本（切手・ステーショナリー・マルコフィリー）を熱心
に収集するもその後20年間ほど切手の購入をほぼ中断。2007年8月に偶然切手収集を思い出し、
世界ゼネラル収集を開始。収集再開時点で念頭になかった競争展参加は、PHILANIPPON2011
への参加を契機に四半世紀ぶりに開始し、それ以降１０年間、競争展の魅力を楽しんでいる。

受賞歴
　Classic Switzerland 	 LG	 HELVETIA 2022, Dubai 2026
　Kingdom of Prussia	 LG	 WSS ISRAEL 2018, WSC INDONESIA 2022, Thailand 2023
　Japan 1855 to G.P.U.	 G	 Europhilex Birmingham 2025
　富士鹿・風景切手	 G	 PHILANIPPON 2021（FIAP）
　Philatelic Journal	 G	 Brasilia 2016
　南方占領地		  SB	 JUNEX 81（国内ジュニア展）

アプレンティス審査員

木戸 裕介　（きど ゆうすけ）

1992 年 8 月 31 日生 33 歳 神奈川県藤沢市出身  郵趣振興協会 正会員

2004 年に切手収集開始。収集対象は伝統郵趣ゼネラルとしての日本、琉球、韓国、北朝鮮、満
州、南方占領地 ( 主にビルマ )、中国占領地、スイス風景、フランス種まき、エストニア、チェ
コスロバキア等々。郵便史として在朝鮮日本局、朝鮮戦争軍事郵便等を収集。

受賞歴
　Republic of Korea War Time Provisional Definitive Issue	 LV	 Philakorea2025
　South Korea 1945-47             				    LV	 Bangkok 2025
　Ryukyu Dollar Currency Provisional Issue			   V	 HELVETIA2022

審査事務

菊地 恵実　（きくち えみ）

福島県出身、東京都在住、郵趣振興協会 理事・正会員

雑貨感覚で気ままに気に入った切手を収集していたが、2015 年から専門収集を開始。現在は第
1 次昭和切手やマライの正刷はがき、アルゼンチン等を収集（伝統）。

受賞歴

　Japan Definitives 1937-1940	 LG	 Thailand 2023
				    LG	 Philakorea 2025

　1943 Malay 4C Postal Card	 85 pts.	 STOCKHOLMIA 2019
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「ジャパン・フィラテリスト・サミット」は、フィラテリストが一堂に介して、ゆっ
くり食事をしながら親交を深めることができる、欧米並みの着席パーティーが、年
に一度くらいあっても良いのではないか、というアイディアを下に、２０１７年より
年一度開催されてまいりました。

コロナ禍で３年間の中断を余儀なくされましたが、２０２３年に再開されてから
は、全国切手展「スタンペックス ジャパン」の授賞式も兼ねて、毎年３月に開催さ
れるようになりました。

本宴は、トップフィラテリストが参加するパーティーとしては国内最大規模で、
５０名を超えるご参加をいただいております。着席のフレンチのコース料理を提供
し、参加者が交流しやすい雰囲気のパーティーです。

会場は「フォーリンプレスクラブ」とも呼ばれ、度々記者会見の開かれる「日本
外国特派員協会」の宴会場で、一般の方がなかなか足を踏み入れない場所です。是非、
この機会にご参加ください。初めての方のご参加も大歓迎いたします。

本パーティーへのご参加を希望される方は、３月 22 日までにお申込のほど、お願
い申し上げます。ご夫婦・パートナーの方とのご参加も歓迎いたします。

参加申込方法
本宴への参加には入場券（有料、8,000 円）が必要です。以下の方法でお求めください。 
入場券（下図）は、申込完了の方に 3/1 より順次発送致します。
（１）（「スタンペディア日本版」本年度会員）マイスタンぺディアから申込

「ご注文はこちら！」タブを押してお申し込みください。1 分で終わります。
（２）郵便等で申込

郵便：102-0083 海事ビル内局留 スタンぺディア
電子メール：info@kitte.com　FAX：０３−６７００−１５８５

会費：　8,000 円
食事：　フランス料理（コース、着席）
席数に限りがありますので、ご参加をご希望の
場合は、お早めにお申込ください。

ジャパン・フィラテリスト・サミット2026

服装：男性はネクタイの着用をお願い致します

❖日本外国特派員協会(FCCJ) パーティルーム
❖特別協賛：スタンぺディアオークション株式会社

❖18:00 開場 18:30 開宴
❖2026年3月28日(土） Sat, March 28

ジャパン・フィラテリスト・サミット2026

服装：男性はネクタイの着用をお願い致します

❖日本外国特派員協会(FCCJ) パーティルーム
❖特別協賛：スタンぺディアオークション株式会社

❖18:00 開場 18:30 開宴
❖2026年3月28日(土） Sat, March 28
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ジャパン・フィラテリスト・サミット２０２５（２０２５年 3 月開催）のご紹介

大金賞受賞者の皆様の記念撮影

司会：三宅民夫さん
（元 NHK アナウンサー）

参加者集合写真。ご夫婦・パートナーの方とのご参加を歓迎いたします。

伊藤純英さんへの手嶋康賞授与
（プレゼンター手嶋康之様）
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スタンペディアオークション
第３７回セール

フロア　２０２６年４月１1 日（土） １２：３０ 
会場　東京都台東区柳橋１−２−１０　東京文具共和会館１階

セール回 フロアセール 下見会 会場
第 37 回 2026 年 4 月 11 日 4/4 東京文具共和会館
第 38 回 2026 年 10 月 3 日 9/5 東京文具共和会館

スタンペディアオークション株式会社
〒 102-0083　千代田区麹町４−７ パークハウス麹町プレイス８０３

FAX: ０３−６８００−５３８４　auction@stampedia.net
http://auction.stampedia.net

[AD]

第 36 回セール（2026 年 1 月開催）にて、久々に成約値のギネスを更新しま
した（2,560 万円）。手彫、南方、外国、文献に強いオークションハウスです。
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スタンペックスジャパン 2026

本作品は、1871（明治４）年に発行が始まった手彫切手の伝統郵趣コレクションです。
20 年余にわたって基本的に一人で手彫切手専門カタログはじめ関連の専門書籍・研究論文を

参考にしながら、メインナンバーに沿ってコツコツと収集してきたものです。
そうして集めてきた切手・カバー類をリーフに整理し、一つの作品として自分の目で全体を俯

瞰してみたいという思いで、今から考えると向こう見ずにもいきなり８フレーム構成でスタンペッ
クスジャパン 2023 に出品しました。手持ちの収集品の多くを動員して一覧することが目的でし
たので、使用済み切手を並べたリーフが多すぎる、シートやブロックなど目立つアイテムが数少
ない、書き込みの説明が冗長に過ぎるなどなど、クリティークにおいて数々のコメントや助言を
受けました。好きで集めてきたものをある意味並べただけのもので、審査員や参観者を意識した
エグジビットでなかったため、当然の批判といえました。それでもスタンペックスジャパンとい
う場の良いところで、こんな出品者に金賞を与え方向性を示唆してくださり、さらなる向上の意
欲をかき立てていただきました。

昨年のスタンペックスジャパン 2025 ではグランプリを受賞し、それを励みに初めて国際展（FIP
展）に挑戦し、５フレームで金賞をいただくという、数年前には想像すらしていなかった結果を
手にすることができました。

今回出品するおもな目的は、今後を見据え８フレームに作品を作り直し、さらに今年国際展に
チャレンジしてみようということです。とはいっても、手彫切手の作品で、初回の８フレームと
は異なり、３フレーム増量し、かつそれなりに水準の高いものに仕上げるのは艱難辛苦の道とい
えます。したがって、初回に展示していたカバーや使用済みページも復活させつつも、できるだ
けブロック、アーカイブ、質の高いカバー類を入れるように努めました。作品を通して、製造面
に力点を置きつつ、年代を追って黎明期郵便事業の変化が可視的に分かるよう、使用面にも留意
するようにしています。例えば、竜半銭１版４枚貼カバー、和紙 10 銭黄緑貼カバー（５通以下
の残存数）、改色 30 銭単貼書留外信カバーなどを新規に加えました。竜文、竜銭パートがまだま
だ足らないことや桜切手でも一級のカバーを付加することなど、まだまだ改善の余地は多く残っ
ています。ご批評・ご助言よろしくお願いします。

Japan Etched Stamps 1871-1876

手彫切手 1871-1876
作品番号 No. 1

伝統郵趣部門（8 フレーム）
出品者：黒田 卓
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Mr. KURODA Takashi 

黒田 卓 氏
1955 年京都市生まれ、現在仙台市在住。郵趣振興協会 賛助会員。

世紀転換期に、30 数年振りに切手取集を再開、最初はご多分に漏れず日
本切手のボストーク収集に努めていましたが、そのうち手彫収集に専念
するようになりました。手彫だと入手できても一カ月に数枚の切手、整
理も楽だし長く続けられると考えたからです。
でも浅はかでした。この道は進めば進むほど奥が深く、限られた資金か
らはより限界が見えてきます。しかしやれるところで身の丈にあった形
でやってみようと思い直し、定年退職を一つのきっかけにリーフに再整
理し、切手展に出品することを続けてきました。

出品・受賞歴　いずれも作品タイトルは、Japan Etched Stamps 1871-
1876（邦題：手彫切手 1871-1876）
〇国内展
　Stampex Japan 2023	 ８フレーム	 金賞＋審査員特別賞
　JAPEX 2023		  ５フレーム	 金賞＋手嶋康賞
　Stampex Japan 2024	 ５フレーム	 大金賞＋手嶋康賞
　全日展 2024		  ５フレーム	 金賞＋全日本郵趣連合賞
　Stampex Japan 2025　	 ５フレーム	 大金賞＋グランプリ           
〇国際展
　PHILAKOREA2025	 ５フレーム　　　	 金賞

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2026

本作品は、1883 年（明治 16）以降に改色または新額面として発行された小判切手、いわゆる
「UPU 小判」と「新小判切手」を伝統郵趣作品として構成したものです。作品の冒頭では、各切
手の初期使用例を示し、あわせて発行を告知した官報や見本切手を展示しています。その後、額
面ごとに製造面の分類と使用例を展開しています。製造面の分類は、用紙・版・色調・目打を基
本とし、そこに出品者独自の研究成果を加えています。

本作品の大きな見どころのひとつが、初期使用例です。1883 年（明治 16）発行の小判切手（UPU
小判）については、3 額面すべてで最初期使用カバーを展示しています。発行日である 1 月 1 日
は休日のため郵便局が閉局しており、1 銭および 2 銭の 1 月 2 日使用が初日使用となります。こ
れらはいずれも現存 1 点のみ知られています。5 銭については、1 月初の外国船で運ばれた 1 月
13 日横浜使用のカバーを展示しており、実質的な初日使用といえるものです。この 1 月 13 日使
用は 3 点が知られています。1888 年（明治 21）発行の小判切手は 8 額面ありますが、同年 8
月末まで使用された国内二重丸印による使用例が最初期使用となります。これらは、これまでに
5 額面 6 枚が知られており、そのうち 5 額面 5 枚を本作品に収めています。また、本シリーズ最
後の発行となる 1892 年発行小判（新小判 3 銭）についても、発行 22 日目の最初期使用カバー
を含めています。

製造面における見どころとして、確認例が 1 点のみの目打を 8 点含んでいる点が挙げられます。
中でも、UPU 小判 2 銭の目打 12½ 未使用は最も希少な存在です。1883 年以降に発行された小
判切手の基本目打の中で、UPU 小判 1 銭および 2 銭に見られる目打 11 と目打 12½ は特に入手
困難ですが、2 銭の目打 12½ 未使用は現存 1 枚のみで、本作品中でも最高峰のマテリアルとい
えます。このほか、以下のような確認例 1 点のみの複合目打を 7 点展示しています。

・1 銭：目打 13×10½（カバー）、目打 12×13（未使用）
・2 銭：目打 10×12（木綿紙・未使用）、目打 11L×10
・5 銭、10 銭、15 銭：目打 12×13（未使用）
使用面では、多彩で希少な使用例を見どころとしています。具体的には、1 銭の蘇州発外信書留、

2 銭目打 11 の 8 枚貼書状および目打 12½ の 8 枚貼書状、5 銭の大型ボタ印による国内書留書状
（3 通）、10 銭のブリンディシ経由 12 銭料金書状、20 銭の国内特別送達書状、25 銭の外信到着
証明書状および国内特別送達書状、1 円の価格表記郵便、5 厘の外信到着証明書状などを展示し
ています。

Japan Definitives 1883-1892, KOBAN

Japan Definitives 1883-1892, KOBAN
作品番号 No. 2

伝統郵趣部門（8 フレーム）
出品者：山田 廉一
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Mr. YAMADA Ren-ichi 

山田 廉一 氏
小学生の頃、当時小学生の間で流行していた切手収集を始めました。中
学生になると田辺猛氏の『小判切手の集め方』を読み、小判切手の世界
に強く惹かれました。当時は百円玉を握りしめての収集で、実際に集め
るよりも、知識を蓄えることが中心の時期でした。大学生になってから、
ようやくまとまった小判切手を入手できるようになり、この頃から郵趣
雑誌への投稿も行うようになりました。就職後は、小判切手の研究に本
格的に取り組むようになり、収集と研究を並行して深めていきました。

収集対象は当初、日本切手に限っていましたが、2001 ～ 2002 年の米国
カリフォルニア在住を機にハワイ切手を、2018 ～ 2020 年の英国ケンブ
リッジ在住をきっかけに英国切手の収集も始め、現在に至っています。

現在、郵趣協会理事長、国際日本郵趣協会（ISJP）理事、国際郵趣鑑定
連盟鑑定士、切手の博物館登録鑑定士、郵趣振興協会 正会員。

国内展受賞歴
　UPU・新小判切手	　JAPEX 2005　チャンピオンクラス LG
　Hawaii 1964-1899		  全日展 2014　V
　Great Britain Definitives 1911-34	 全日展 2023　G、グランプリ

国際展受賞歴
　Great Britain Definitives 1911-34　EuroPhilex Brimingham 2025　LV
　Japan Definitives 1883-1892, Koban Phila KOREA 2025　LV

主な著書
『ビジュアル日専』（既刊５冊）日本郵趣協会 2020 ‒ 2024 年

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2026

本作品は、旧版（19mm×22.5mm）で印刷された田沢切手の伝統郵趣の作品です。スタンペッ
クスジャパン 2024 のクリティークで指摘された問題点、① First Issue である大正白紙切手を
入れる事。②旧毛 6 銭、30 銭の L12 が無い、が 2 年間でクリア出来たので、作品を再構成した
ものです（旧毛 6 銭の入手にはかなり無理をしました）。

分類は 2023 年に刊行された「ビジュアル日専・田沢切手編」に基づいています。大正白紙シリー
ズと旧大正毛紙シリーズを分けずに田沢旧版切手として印刷時期で分類しています。具体的には、
最初期印刷は白紙と最初期毛紙で罫線は中子持罫（3 銭は無双罫も有り）、初期印刷は初期毛紙で
罫線は震災前かすみ罫、中期印刷は中期毛紙で罫線は震災前かすみ罫、後期印刷は後期毛紙で罫
線の無い白耳、以上は政府銘版です。最後期印刷は最後期毛紙で罫線は震災後かすみ罫、銘版は
内閣銘版です。

作品構成として、第 1、2 フレームにインパクトのあるマテリアルを展示しています。第 1 フ
レーム最上段の P.2 は最難関の大白 1 円のリーフ（見本の銘版最大ブロック、確認 2 点の未使用
田型、未使用銘版ペア）、P.3-4 は逓信公報と旧毛の 1 次発行切手の初日押印のカットの揃い（恐
らく現存 1 点）。この逓信公報には大正３年 5 月 20 日に今現在窓口で販売されている普通切手の
用紙が白紙から透かしの入った毛紙に変更になると記されています。よって旧大正毛紙切手は新
切手として発行されていない事が分かります。その故に当時の殆どの収集家は新切手として認識
していなかったと思われ、現在に至るまで FDC は発見されていません。従ってこの初日押印のカッ
トの揃いは旧毛の発行当初の色調と紙質を知る上で貴重な資料です。そして、第 2 フレームは稀
少マテリアルが沢山ある 3 銭のみで構成しています。最上段は田沢切手収集の「花」である「無
双罫」の 4 リーフ。大白の未使用銘版ペア、コーナー耳付最大ブロック、旧毛の銘版最大ブロック、
未使用田型（最大）、L12 のカバー、最大数貼（3 枚ストリップ）カバーなど。他のリーフには大
白 3 銭の切手帳ペーン（確認数点）。

又、他の額面の注目すべきマテリアルは、大白 1½ 銭 L12 銘版未使用ペア（確認 1 点）、旧毛
1½ 銭 L12 かすみ罫未使用ペア、旧毛 5 銭 C12×12½ 中子持罫銘版未使用ペア、旧毛 6 銭 L12

（確認 3 点）、旧毛 10 銭 L12 未使用田型（確認 1 点）、大白 20 銭銘版 8 枚未使用ブロック（最大、
確認 1 点）、大白 25 銭 L12 未使用単片（確認 1 点）、旧毛 25 銭横透かし（確認 2 点）、旧毛 30
銭 L12 未使用単片（確認 3 点）及び使用済ペア（最大、確認 2 点）、旧毛 50 銭 C12×12½ 使用
済 6 枚ブロック（最大）及び L11 田型（最大、確認 2 点）、などです。

Japan Tazawa Old die Definitive Series 1913-1925

Japan Tazawa Old die Definitive Series 1913-1925
作品番号 No. 3

伝統郵趣部門（8 フレーム）
出品者：丹羽 昭夫
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Mr. NIWA Akio 

丹羽 昭夫 氏
昭和 37 年 1 月東京神楽坂生まれ。郵趣振興協会 賛助会員

小学校 5 年生位の時に、当時沖縄切手ブームの影響で切手収集を始める。
中学時代に普通切手を集めだし、次第に田沢切手と動植物国宝切手を使
用済で収集する様になった。
2009 年に JAPEX に「田沢旧大正毛紙切手」を初出品し、今日まで毎年
同じ題名で、全日展と JAPEX に出品を続けている。

国内展受賞歴
　全日展 2019：題名「田沢旧大正毛紙切手」	 大金
　JAPEX 2020：題名「田沢旧大正毛紙切手」	 大金（グランプリ）

国際展受賞歴
　CHINA 2019 (FIAP)：title “Japan Definitive Issues 1914-1925”             G
　SINGPEX 2019 (FIP)：title “Japan Definitive Issues 1914-1925”            G
　JAKARTA 2024 (FIAP)：title “Japan Tazawa Definitive Series 1914-1925”   G

現在の収集範囲
　田沢切手（大正白紙、旧大正毛紙）
　初期の外国航空便
　第 2 次動植物国宝切手（円位）～ 郵政民営化になる迄
　ふるさと切手（郵政民営化になる迄）

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2026

所謂 田沢切手 17 額面と新高額切手２額面の 19 額面を、額面順に収集した伝統郵趣作品です。
26 年間に多様な形態変化をとげた本シリーズを可能な限り単純な分類に従って収集し、各論的追
及の優先順位は高くせず、総論的理解を５フレーム作品で得るとするならば、その必要十分で適
切な表現はいかにあるべきかを主題として作品制作を行っています。

伝統的な、大正白紙、旧大正毛紙、新大正毛紙、昭和白紙という domestic な基本分類は、初
見の方、外国人の方にも理解していただき易い表現とする試みとして、発行開始時期によって
1913、1914、1926、1937 シリーズと呼称しています。

製造面では、紙質、印面サイズ、銘版、罫線、目打ちによって基本分類しています。使用面で
は、各額面の単貼と多数貼カバーをバランスよく収集することを目標としていますが、国内一度、
外信三度の料金変更、航空郵便の開始等による多様な使用例のなかから適切なアイテムを選択し
全額面を網羅して収集することは、楽しくも困難な作業となります。

導入部の充実は最大の課題の一つであり、理想的なアイテムである 1914 シリーズに存在する
とされる UPU　spacemen のコレクション入りが大きな願望ですが、未だ入手の機会にも遭遇
できていません。

「田沢の入り口を必要十分に押さえる」。見果てぬ夢を追って、亀の歩みでも改善していけると
良いのですが。

Japan Definitive 1913‐1938 Tazawa

日本普通切手 1913-1938
作品番号 No. 4

伝統郵趣部門（5 フレーム）
出品者：菊池 達哉
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Mr. KIKUCHI Tatsuya 

菊池 達哉 氏
1958( 昭和 33) 年生まれ。67 歳。郵趣振興協会 正会員
 
切手収集は父の影響で小学生時代に開始。父は昭和白紙が現行切手であっ
た旧制弘前工業学校時代に収集開始。祖父は奥羽逓信講習所出身、旧逓
信省下級官吏。
16 歳、全日展に「田沢切手」で入選。以後長い中断期間を経て 52 歳時
に収集再開。大正白紙単線 12 の中で唯一未収であった 25 銭を、50 歳
を超えて入手出来た時、高揚感の中で高校時代の自分に戻っていました。
 
収集領域
１．伝統郵趣「日本普通切手 1913 ‐ 1938　田沢切手」
２．郵便印郵趣「越後國・佐渡國の初期郵便消印」
３．オープン「フィンランド共和国」
 
受賞歴
　2021 年　日本国際切手展
　　「Republic of Finland　-　its independence and the struggle」73 点
　2023 年　JAPEX
　　「佐渡國・越後國の記号入番号消印」80 点
　2025 年　JAPEX
　　「越後國新潟局、高田局のボタ印」79 点　ベストワンフレーム賞

出品者プロフィール
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昭和の初めは大正切手の延長で１０年ほど過ぎたが，当時の世界的切手の図案改正傾向－装飾
図案から具象図案へ―の流れを受け，新切手の改正機運が高まってきた。国家的事業として多方
面から選抜された人材による図案審議会を立ち上げ，数度の協議を経て昭和１２年 (1937 年 ) ５
月１１日に最初の切手２銭乃木大将が発行された。これは葉書料金であった。次いで８月１日に
封書料金の東郷元帥切手，というように昭和１５年２月１日富士桜図案切手発行まで１９種類の
切手が発行された。同図案の切手帳 2 種とコイル切手４種も含めた戦前発行のシリーズを第１次
昭和切手という。意匠となった図案は「世界に冠たる日本」を体現する，自然風景・神社・仏閣・
人物・装飾図案である。大日本帝国の版図が最大だった時期で，国力が戦前最大の時期を表現し
た素晴らしい出来栄えである。ぜひ作品で「みほん」加刷等で見事な初期印刷を見てほしい。

昭和１６年１２月８日米英との戦争に突入。中国戦線をも含めて，「大東亜戦争」と閣議決定。
欧米の植民地支配からの解放を目指した戦争であった。１７年４月１日封書料金等の改正。同日
5 銭東郷元帥切手発行。まだ連戦連勝の気分に浮かれた時期であった。しかし同年６月ミッドウェ
イ海戦の大敗で暗転。次第に国民生活に陰りが見え始め，１９年４月１日に封書料金７銭・葉書
料金３銭に改訂する頃には，用紙・印刷ともその製造能力の低下は否めない状況になってきた。
２０年４月１日封書料金１０銭・葉書料金５銭に改訂された頃には目打なし，糊なしの切手も出
現するほどの製造能力低下であった。８月１５日終戦の詔勅。９月２日ミズーリ号での降伏文書
調印。占領下日本の時代に入る。この戦時中に発行された２２種類（目打・糊区別）の切手を第
２次昭和切手と称する。この時期は南方占領地に持ち込まれて使用されたので大日本帝国史上最
大の勢力圏を形成した。タイトルリーフの地図がそれである。この地図は欧米の認識で作成され
たものなので，満洲・蒙古・中国占領地も含んでいる。

２０年東京大空襲により印刷局消失。残った紙幣寮で少数製造できるのみになったので，民間
会社のオフセット（平版印刷）による製造を計画。実際には終戦後の１０月頃出現。戦時中に計画，
戦後に占領下日本で使用されたオフセット印刷の切手１０種を第３次昭和切手と称する。以上の
ように，第１次～３次は使用された歴史的背景も製造面も異なる。

今回は昨年のクリティークでのご指導を受け，１フレームにアーカイブ（＋特別シート）展示
後は，１～３次切手ごとに，第２フレーム以下額面順に配置した。『昭和切手専門カタログ』のベー
スになった，この作品でしか見られないアイテムが多数，赤枠に注目して見てもらいたい。

JAPAN:SHOWA Series 1937-46

昭和切手 1937-1946
作品番号 No. 5

伝統郵趣部門（8 フレーム）
出品者：伊藤 純英
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Mr. ITOH Sumihide 

伊藤 純英 氏
昭和 32 年 (1857 年 ) 長崎県生まれ，島原市在住。公益財団法人日本郵
趣協会九州・沖縄地方本部理事。長崎郵趣会会長（日本郵趣協会長崎支
部長）。郵趣振興協会 賛助会員。

1970 年万博参観時ソ連館での 1,000 種貼込帳の購入を契機に，蒐集開始。
1977 年中央大学法学部入学，大学公認の切手研究会を立ち上げ，3 年次
には大学郵趣連盟（常任理事校 4 校，加盟 20 校）の会長を務めた。卒業後，
在京の出版社勤務，近畿支社配属。日本郵楽会会員，日本郵趣協会関西
専門例会世話人，関西郵趣連盟昭和切手例会世話人。大阪時代５年で帰郷，
長崎県立高校国語科教諭 40 年近く。在任中長崎県教育庁と中国国家教
育部提携の国家重点大学 / 東北師範大学派遣，日本語専門教師として２
期半計 5 年勤務。長崎県派遣教師初の優秀外国人教員表彰を受ける。現
在も長崎県非常勤講師として勤務。

全日展，JAPEX 出品多数。両切手展昭和切手金賞受賞は唯一。また記念切
手が発行された日本開催の国際切手展 5 回連続出品は日本切手関連で唯一。
国際展に 40 年以上前から昭和切手出品。地位向上に寄与した自負を持つ。
PHILATOKYO81（S），PHILANIPPON91（S），PHILANIPPON2001（V），
PHILANIPPON2011（LV&V），PHILANIPPON2021（G&V）。
他に FIP 展 THAILAND2018（G）.

昭和切手蒐集 50 年間で主要珍品 / キーアイテムを一点ずつ獲得し，余
人が決して再現できないリーフが多数（赤枠付アイテム参照）。昭和切手
の万束 60 個以上所有。昭和切手では既に 1 次昭和作品が FIP 展 LG，1 次・
２次作品 FIAP 展 LG に達しているが，フルスケールの１次～３次作品で
FIP 展 LG 獲得が当面の目標。

出品者プロフィール
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この作品では、第二次世界大戦終結後の混乱の中で誕生したインドネシア共和国が、1949 年
12 月のオランダによる独立の承認までの期間、国家の存在を証明し、国家運営を支える通信手段
とした切手と郵便制度の変遷を、時系列と地域別 ( ジャワ、スマトラ ) に展開しました。

1945 年 8 月 17 日、インドネシア共和国は独立を宣言しましたが、その直後から再植民地化
をめざした旧宗主国オランダとの独立戦争が始まり、共和国は国際的な承認を得ないまま、軍事的・
行政的に極めて不安定な状況での国家運営を余儀なくされました。社会は混乱し、郵便制度も戦
況やオランダとの統治エリアの変動に強く影響を受けました。

この時期のインドネシア共和国における切手は、非常に複雑で難解といわれています。独立宣
言後もしばらくは、オランダ領東インド時代に発行された切手や占領期の日本による蘭印切手へ
の加刷切手、日本独自の正刷切手が、そのまま使用されました。その後、共和国はそれらの既存
切手に「共和国」を示す加刷を施し、さらに自らの正刷切手を発行しました。場合によっては、
その共和国切手に再度加刷が加えられました。このような多層的な体系を形成している収集対象
は、世界的にも特異なもののようです。

製造面においても、この時期の切手は、用紙、刷色、印刷品質、加刷字体や配置に顕著な変化
が見られますが、これは資材不足、印刷設備の制約、地方分権的な運用といった歴史的な条件を
反映したものです。地域差について、ジャワでは行政機構と印刷基盤、郵便制度も比較的維持さ
れましたが、一方、スマトラでは戦況・統治が細分化され、地方ごとに即席の加刷も行われました。
切手の種類は非常に多くなりましたが、実際に郵便として使用された期間は短く、スマトラの実
逓郵便物は極めて稀少なものとなりました。

Indonesian War of Independence, 1945–1949

インドネシア独立戦争期 1945-1949
作品番号 No. 6

伝統郵趣部門（5 フレーム）
出品者：槇原 晃二
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Mr. MAKIHARA Koji 

槇原 晃二 氏
昭和 30 年 (1955 年 ) 広島県生まれ、広島市在住　広島蒐郵会代表、郵
趣振興協会 賛助会員。

1977 年広島蒐郵会に入会し、小判、菊、田沢など日本の普通切手収集
を対象として、切手の分類、収集の深さ、面白さを知りました。
その頃は、日本普通切手をゼネラルで広く、浅く、可能な範囲で分類も
という方針で 10 年くらい収集を続けましたが、その後は、長い中断時
期に入りました。20 年後に米国切手収集で復活しています。

南方占領地オランダ領東インド切手にも興味を持ち、女王陛下切手への
バッテン加刷や日の丸加刷などを整理していました。それらの切手との
関連もあってインドネシア独立戦争期へと範囲を広げています。郵趣活
動では、現在、日本郵趣協会中国・四国地方本部、スタンプショウ広島
実行委員会、JPS 絵画切手研究会などにも関わっています。

切手展受賞歴
　JAPEX2019 ｢南方占領地オランダ領東インド 1942-1945｣ 金銀賞
　JAPEX2021 ｢米国普通切手 1847-1888｣ 大金銀賞
　JAPEX2023 ｢日本普通切手 1871-1937｣ 大金銀賞
　STAMPEX JAPAN2024 ｢オランダ領東インド 1845-1932｣ 大金銀賞
　JAPEX2024 ｢ブラジル普通切手 1843-1878｣ 大金銀賞
　FIP 世界展 URUGUAY2025 ｢URUGUAY1856-1884｣ 金銀賞
　JAPEX2025 ｢インドネシア独立戦争期｣ 金銀賞

出品者プロフィール
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スウェーデン・セミクラシックの伝統郵趣コレクションです。本シリーズはコイルと切手帳と
いう世界的に特異な発行形態がとられました。

マテリアルの分類・展示およびカバーのデータとも、FACIT カタログ（クラシック専門版およ
び郵便史の両冊）に従ってまとめました。本シリーズ発行当時の時代背景、切手発行のあらまし
や分類・展示構成等は、タイトル頁に日本語で記しましたのでご覧願います。

用紙や透かしの分類および切手の発行形態については、3 および 4 頁に紹介します。

スウェーデンは英仏独や日本とは異なり海外に植民地を持たなかったため、相互間郵便はあり
ませんが、フィンランド、デンマークおよびドイツほか近隣国との経済交流が盛んで、国内郵便
だけでなく、外国宛て郵便、パクボー扱いの郵便物、船内郵便、航空送達など興味深いものが豊
富にあります。作品構築により、ルート・レート・郵便印の解析を通じてのデータ取得およびリー
フ作りの楽しみが堪能出来ます。

参観者各位におかれましては、前半 3 フレームの切手製造面の部はもちろんですが、後半 2 フ
レームのカバー展示にも注目いただき、20 世紀前半のスウェーデン郵便史に親しんでいただけれ
ば、と存じます。

Sweden Standing Lion Issue 1920-34

スウェーデン  "Standing Lion Issue 1920-34"
作品番号 No. 7

伝統郵趣部門（5 フレーム）
出品者：斎藤 環
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Mr. SAITO Tamaki 

斎藤 環 氏
1958 年生まれ、元会社員。
無料切手カタログ・スタンペディア株式会社 会員、一般社団法人 全日本
郵趣連合 会計担当委員、公益財団法人 日本郵趣協会 JAPEX 公認審査員
アジア国際郵趣連盟（FIAP）登録審査員、Royal Philatelic Society of 
London 会員、VINDOBONA（オーストリア）会員

1966 年小学 1 年生のときに日本切手の収集を開始、1975 年にオースト
リア切手に出会い、1978 年からはクラシックに熱中、以降波はありま
したが中断なく収集を継続しています。
国内展は JAPEX 1981 に初出品、国際展は Bangkok 2007（FIAP 展）、
EFIRO 2008（FIP 展）にそれぞれ出品デビューなりました。2023 年に
スウェーデン Standing Lion Issue を収集開始、今回初出品が叶いました。

日本の国内展受賞歴
　オーストリア 1850 JAPEX 2017 Large Gold
　ロンバルディ・ベネチア 1850 JAPEX 2021 Large Gold グランプリ
オーストリア国内展受賞歴
　Austria & Lombardy-Venetia the 1850 issues ÖVEBRIA 2018 Masters Class　
　Austria the 1850 issue ÖVEBRIA 2019 Large Gold
　Lombardy-Venetia the 1850 issue MARKE+MÜNZE / ÖVEBRIA 2025 Large Gold

国際展受賞歴
　Austria & Lombardy-Venetia the 1850 issues
　　THAILAND 2018 Bangkok Gold
　　IBRA 2023 Essen Gold
　　EFIRO 2024 Bucharest Gold

出品者プロフィール



46

スタンペックスジャパン２０２６　公式ガイドブック

スタンペックスジャパン 2026

この作品は、メキシコ合衆国で１８５６年に最初に発行された５額面の切手に関する伝統郵趣
コレクションです。

この作品の経緯ですが、「メキシコ」は未だに人気のないジャンルですが、いわゆるブルーオー
シャンとして比較的競争が少なく入手が容易な対象です。

切手研究に掲載されていた三井高陽師の記事やバイセクトカバーに魅せられて、ちょうどまと
まったコレクションの競売があったことからこの道に迷い込んでしまいました。

専門団体に入会し文献を入手し情報を拡大していくにつれて、同好者の興味に違和感を持つよ
うになりましたが、それは、同好者の興味が専ら「防盗加捺」にあると言う点でした。

この「防盗加捺」はメキシコ特有なもので、「郵便切手による郵便料金の収入を盗難等により棄
損されないために、印刷物（切手）に郵便地区の捺印がされて初めて郵便切手として有効となる」
という規定に基づくもので、何時どの郵便地区にどの切手を何枚送付したかと言う出入帳（Book-
keeping system）で管理されていました。

郵便地区の人口や郵便需要の多寡により送付される枚数も異なるわけですので、その全てを集
めることをゴールとして希少な品の争奪戦が繰り広げられるのですが、私にとっては伝統郵趣で
希少な消印を自慢するようなもので違和感を覚えたものです。

自分が志向する伝統郵趣のスタイルに合わせて、比較的に入手しやすかった未使用のブロック
や使用例がそこそこの量に達したので、信頼できるコミッショナーにお願いして２００６年にス
ペインで開催された国際展に５フレームで出品しました。

同じスペイン語圏のテーマであったことも奏功してかこのテーマでは初出品であった作品がい
きなり金賞という望外の結果となりましたが、コッミショナーからはお祝いと言うよりは、最初
の切手のみと言うテーマは変えられないから今後大変ですよというご忠告をいただきました。確
かに同じ図案を採用している第二次シリーズも含めて出品した方が大金賞を獲得できる可能性は
高いとは思いますが、色付き紙の上に印刷した第二次シリーズは好きではないので、第一次シリー
ズのみの選択で良かったと思っています。

その後５フレームを８フレームに拡大して出品することができたのはカバーが豊富にあったこ
とが大きいと思いますし、得点を積み上げられたのは競争者と異なった観点でまとめることがで
きたからだと思います。

その後、必要と考える品物がマーケットに出て来なくなったこともあり、１５年ほどお休みし
ての再出発ですが、展示作品の新たな構想を考えるという楽しい時間に浸っているうちにリーフ
を創るのに必要な時間が無くなってしまったため、マイナーチェンジでの作品です。

Mexico-1856 First Issue

メキシコ 1856 年 ファーストイシュー
作品番号 No. 8

伝統郵趣部門（5 フレーム）
出品者：竹上 幸浩



47

スタンペックスジャパン２０２６　公式ガイドブック



48

スタンペックスジャパン２０２６　公式ガイドブック



49

スタンペックスジャパン２０２６　公式ガイドブック

Mr. TAKEGAMI Yukihiro 

竹上 幸浩 氏
昭和３１年３月１５日生まれ。郵趣振興協会 正会員
税理士法人職員（退職して余生を楽しむつもりが未だに所属税理士）

外国切手出品者の会で紹介されている収集範囲は以下のとおり
　メキシコ
　（図案別）ライオン
　（郵便史）書留郵便、1875 年の国際郵便、1850 年代のヨーロッパ
　　
国際展受賞歴（ＦＩＰには既に登録抹消されているはずだが）
　Mexico-1856 First Hidalgo Issue
　　ESPANA　2006　5F　Gold(90)
　　LONDON 2010  8F  Gold(91)
    　PhilaNIPPON2011 8F Gold(92)

所属郵趣団体
　The Royal Philatelic Society, London (Fellow)
　The Collectors Club of New York 

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2026

展示の目的と構成
この展示の目的は、当時のハワイ暫定政府に関する貴重な例を含め、できる限り多くの切手、

その使用例、および印刷上のエラーを展示することによって、その時代背景を理解することにあ
ります。構成については、展示は赤色と黒色の印刷順に配置され、基本的にはスコットカタログ
の番号順で構成されています。

切手発行の背景
1893 年 1 月 17 日、血を流さない革命によってリリウオカラニ女王が退位させられました。

ハワイの新しい指導者たちは暫定政府を設立し、迅速なアメリカ合衆国への併合を求めましたが、
アメリカでは新政権が発足し、ハワイ王政に同情的な立場をとったため、政治的な障害が生じま
した。暫定政府は一時的な管理者ではなく、実際に統治を行う必要があることが明らかになり、
暫定政府が権力を掌握した直後、体調を崩したウォルター・ヒルに代わってジョセフ・オートが
郵政総監（Postmaster General）に任命されました。

王族の肖像が描かれたハワイの切手は、革命側にとっては不都合な存在でしたが、新しい切手
を発注するには時間がかかるうえ、もしワシントン D.C. で併合が認められた場合、その費用が無
駄になるおそれもあったため、オートは既存の王族肖像切手に加刷を施すという迅速かつ低コス
トの方法を提案し、ハワイ暫定政府の閣議はこの案を承認しました。

郵趣的研究
このシリーズにおける研究の目的は、加刷に関する多様な種類や関連資料を調査することにあ

ります。主要なエラーや加刷のバリエーションの多くはスコットカタログに掲載されていますが、
本シリーズには未掲載の多くの種類が存在します。本コレクションでは、これら未発表の資料も
多数展示しており、さまざまな加刷の違いをご確認いただけます。

展示の見どころ
•「Provisional GOVT」Proof, SPECIMEN（見本）」加刷
• 色エラー（6¢ 黒加刷、10¢ 赤加刷）
• 二重加刷（報告されているすべての例）
• 逆加刷（2¢ 薄紫、5¢ ウルトラマリン）
• スコットカタログに未掲載の加刷エラーやバリエーション（分割加刷エラーなど）
•1¢ 紫色カバー、1¢ 青色カバー、高額カバー、その他多数の希少カバー

HAWAII. The Provisional Government Issues

ハワイ暫定政府加刷切手
作品番号 No. 9

伝統郵趣部門（5 フレーム）
出品者：山崎 文雄
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Mr. YAMAZAKI Fumio 

山崎 文雄 氏
収集歴　65 年

収集分野　ハワイ切手全般、ハワイのステーショナリー、ポルトガル、
日本切手全般、地元の初期郵便印関係（不統一印～丸一印）

郵趣関係　一般社団法人　全日本郵趣連合理事、北陸郵趣連盟理事長兼
機関誌「北陸郵趣」編集担当、FIP 公認審査員、JPS 公認審査員　FIP ステー
ショナリー委員会日本代表

経験審査員　FIP 審査員、FIAP 審査員、全日本切手展審査員、JAPEX 審
査員、STAMPEX JAPAN 審査員

主な出品受賞歴
　国内展
　　JAPEX ’90  Hawaii   V
　　STAMPEX 2025 Hawaii LG+ GPX
　　JAPEX’07  Hawaiian Postal Stationery LG`+ GPX
　　STAMP SHOW 2024 能登半島大震災支援企画出品作品
　　　　　 若狭国・越前国の初期郵便印　不統一印、記番印
　国際展
　　Hawaii			   Thailand 2023    LG+GPIC
　　Classic Portugal		  Portugal‘10　G
　　Hawaiian Postal Stationery	 WSC Helvetia 2022　G
　　Hawaii, Bank Note Issues		  Macao 2018　G

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2026

フランス郵政の極東地域への海外進出は 1860 年の中国遠征軍派遣郵便に始まる。
Messageries Imperiales 社は 1862 年 12 月上海までの定期航路を開設し、1863 年 3 月上

海郵便局が開局した。この開局当時の郵便物を展示した。日本の郵便の最初は長崎からのもので
した。MI 社はさらに横浜まで航路を延ばし、1865 年 9 月横浜に郵便局が開局された。
初期郵便：上海、横浜からフランスあて郵便料金は最初 70c でした。1866 年 1 月 1 日より
80c となります。1866 年 11 月 26 日横浜で大火災が発生しフランス郵便局は焼失、5118 番号
印は紛失、1866 年 12 月 16 日の火災後第一便から混乱期の郵便物を展示しました。
繁栄期郵便：1868 年以降など貿易が活発になり訪れる外国人も多くなります。外国郵便が発展
成長した時期です。郵便物は当時月 2 回の P ＆ O 社の船と月 1 回の MI 社の船で運ばれていま
した。1870 年末から P&O 社は寄港地を Marseille からイタリアの Brindisi へ変更されました。
このため料金は英国船利用時 1franc20c と仏国船利用時の 80c より割高になりました。1871
年8月郵便料金の全面改定があり仏国船利用郵便は1francとなりました。郵便史では面白い時で、
展示に力を入れました。また 1871年の郵便物は普仏戦争で郵便の少ない時です。少ないボルドー
版切手を使用した時期でもあります。

政府の政策でお雇い外国人が来日、フランスからの軍事教師団に対しては日本語で分かるよう
にデグロン君印や東京砲兵本廠印が利用され、生野鉱山にいたコワニーあて郵便には日仏切手混
貼りカバーが出現し、郵便史ではハイライト当たる郵便があります。
衰退期、UPU 料金郵便：フランスは 1877 年 4 月 1 日から郵便料金は 1franc から 40c へと大
幅に値下げしますが、日本のアメリカ経由郵便には勝てず、郵便量は減少した。日本政府との交
渉もあり 1880 年 3 月末でフランス横浜局は閉局となりました。
横浜局軍事郵便：軍人がフランスあてに郵便出す時の特別処置で、上海、横浜局では地名の入っ
た特別消印が交付使用されました。船内局の軍事郵便と共に揃えて展示しました。
船内局郵便：最初は MI 社の郵船には船名の入った日付印が交付され、Hydaspe, Dupleix，
Alphee それぞれの船名印を展示しました。1867 年以降上海航路は R 航路と横浜航路は S 航路
と呼ばれてきました。その船内局に投函された少ない郵便を示しました。1880 年 3 月で横浜局
はなくなりましたが、MI 社の郵船はその後も横浜一香港間を通行しました。

FRENCH POST OFFICES IN THE FAR EAST 1855-1880

極東地域のフランス郵便局 1855-1880
作品番号 No. 10

郵便史部門（5 フレーム）
出品者：若桑 正一
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Mr. WAKAKUWA Shoichi 

若桑 正一 氏
1949 年生まれ　新潟県新発田市出身

中学生の頃から集めていましたが、大学時代フランス最初の切手セレス
のデザインに魅了されフランス切手を収集しました。Gandon のマリア
ンヌや種まき切手（JAPEX 2003,2018）も出品しています。クラシック
から上海、横浜局郵便史に転換、たった 2 フレームでしたが 1990 年全
日展で金賞をいただきました。さらに夢であった 1991 年の国際展にも
何とか出品できました。

恩師の松本さんから横浜局カバーは現存数どのくらいだろうかという命
題を与えられてコツコツ資料を集めてきました。今私の元には 5104 印
の上海局が 825 通、5118 印の横浜局が 1054 通あります。150 年前の
手紙です。倍の 2000 通が現存数と考えます。
いつも日付印を読み込み、データをメモしています。それに郵便船を当
てはめて中継印、到着印を確認する作業をしています。あて先の地名、
あて名の読み込みには苦労しています。
英仏米局に日本局も加え日本の初期外国郵便発展ついて収集を続けたい
と思っています。

全日本切手展 1990：G
PHILANIPPON91 :LS
PHILANIPPON01 : V
PHILANIPPON21 : LV

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2026

この作品は Singapore 1941 年 11 月 30 日発 Pan Am Clipper Mails 最終便から 3 月 1 日 
日本軍がジャワに上陸したまでのオランダ領東インド（現在の Indonesia 共和国）の郵便史です

1941 年 12 月２日蘭印政府は日本との戦争に備え総動員令を出し、陸軍部隊本部毎に軍事郵
便局を開設し , 軍事郵便はがきを支給した。12 月 8 日、日本軍の真珠湾攻撃によりアジア地区も
戦争となり Pan Am Clipper Mails は停止した。以後西回りで送達された。日本軍は香港・比島
攻略後 1942 年 1 月 11 日蘭印に宣戦布告し Menado（セレベス）と Tarakan（ボルネオ）、2
月 10 日 Makasser を占領、2 月 14 日 Palembang に落下傘部隊降下し、3 月 1 日ジャワ島に
上陸し ,　9 日蘭印軍は降伏した。
第 1 フレーム　戦争による送達不能・差出人戻し郵便 

蘭印から①外国宛　②蘭印国内宛　各種の送達不能郵便印が使用された。
第 2 フレーム  蘭印陸軍軍事郵便 

部隊本部でコード化された A~R 丸タイプの消印と GECENSUREERD/ 数字
100~150 と CENSUUR/GEPASSEERD/A~D の検閲印が使用された。

第 3 フレーム　1941 年 11 月から 12 月の航空郵便 
①最終 Clipper Mails　② SINGAPORE で検閲済み郵便　③ SINGAPORE バイ
パス便　 ④ SINGAPORE 再着陸便

第４フレーム　1942 年 1 月の航空郵便　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
①最終 SINGAPORE 経由便　② CAIRO での検閲　③ JERUSALEM での検閲

第５フレーム　1942 年２月の航空郵便　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
① CAIRO での検閲　② JERUSALEM での検閲　③ KLILM 便と QANTAS 便で
TJILATJAP-BROOME-SYDNEY

  
出品者のスタディ　KLM bag mark

1939 年 8 月 28 日英国はドイツとの戦争が避けられないとし、自国出入りと中継する郵便の
検閲を開始した。各植民地も同様に実施したので、蘭印からの手紙は SINGAPORE で検閲された。

1940 年 1 月から KLM・KNILM 便の一部の郵便物に数字①～㊿、３月から英文字○ A ～○ L
との組合せで、検閲後正しく元の郵便袋に戻す作業マークを押した。同じルートを運航していた
BOAC 便では採用しなかった。このマークを検閲印との記事もあるが、この作品では KLM bag 
mark として展開した。

The Netherlands Indies postal history from November 1941 to February 1942

オランダ領東インド 1941 年 11 月～ 1942 年 2 月の郵便
作品番号 No. 11

郵便史部門（5 フレーム）
出品者：増山 三郎
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Mr. MASUYAMA Saburo 

増山 三郎 氏
1942 年生まれ　JPS 南方占領地研究会世話人　郵趣振興協会 賛助会員

中学 3 年の時、インドネシアからたくさんの手紙がきた友達の依頼で、
返事を出した一人が、大の日本ファンで、お互いの新切手を貼った手紙 
のやりとりをして、インドネシアの切手を集めた。

地元 JPS 沼津支部が結成され、毎回の例会で先輩達から刺激を受け、蘭
印や日本占領期にも挑戦した。また、切手趣味社 ( 目白 ) で行われてい
た「南方切手研究会」の青木氏からお誘いが有り、喜び勇んで例会に参
加したが、あまりにもレベルが高く、会報を頂くのみの会員でした。

英語はダメですが、切手欲しさに、インドネシア、オランダ、イギリス、
アメリカの郵趣会に入り、多くの友を得た。特にオランダ航空郵趣会の
元会長に郵便史の面白さを教えていただき「1939 年から 1942 年の蘭
印検閲郵便」にのめり込んだ。

日本占領期は皆さんが集めていないジャワに集中し、Indonesia2024 国
際展で金賞をいただき完了とし、以後このテーマを楽しみます。

出品者プロフィール



62

スタンペックスジャパン２０２６　公式ガイドブック

スタンペックスジャパン 2026

本作品は、1897 年から 1912 年までの中国における近代郵便制度の拡大について国家郵政を
中心として郵便史でまとめたものです。

この作品が範囲とする時期の中国では、清朝が運営する「駅逓」と「文報局」、民間が運営する「民
信局（民局）」、中国に進出したヨーロッパ列強や日本が運営した「外国局（客郵）」、上海の租界で
工商局が運営した「書信館郵便（上海ローカルポスト）」、外国人が支配する海関が運営した「海関
郵政」と多くの郵便組織が乱立していました。この中で、海関郵政が発展する形で「国家郵政」が
成立し、ほかの郵便組織と協調、対立しながら、近代郵便制度を中国全土に広げていきました。こ
の作品は、このような歴史のダイナミックな動きをカバーで表現したいと思いまとめてみました。

構成をこれまでと一部変更し、第１章を外国との郵便、第 2 章を国内郵便の発展とモンゴル、
チベットなどの周辺部への郵便の発展とし、辛亥革命以後の１年（1912 年）についてはエピロー
グとして４リーフにページ数を減らしました。また、国家郵政のライバルたる客郵（外国郵便局）
については、これまでの第１フレーム冒頭から第１章の最後にし、第１フレームにコンビネーショ
ンカバーを展示しました。

構成以外に JAKALTA2024（JAPEX2024）出品からの主な変更点は以下の通りです。
１．前回から IPO 割印のカバーが４点増えました。展示が第 1 フレームの３段目と４段目ですか

ら見にくいですが、① 冬季の国内郵便料金を支払った北京 IPO 割印のカバーで使用例の最終
期のカバー、② 上海 IPO 割印の早期使用カバーでオークションなどから調査した中では最も
早い使用例、③ 鎮江 IPO で現存 15 通の中の印刷物２通のうちの１通のカバー、④ 漢口 IPO
割印のカバーでは受取人の来歴を調査し書き込みを行うなど、展示にバラエティーをつける
ように心がけました。なお、IPO 割印が用いられているマテリアルの数を今回調査しました。
2021年 12 月15 日に実施された Kelleher & Rogers オークション冊子（IPO 割印のみのオー
クション）のデータをもとに、Kelleher & Rogers、スピンク中国、ジョンブル、AVA、ジャ
パンスタンプ商会、日本フィラテリックセンターの各オークションのデータ、及び水原明窓『華
郵集錦』、厳平西『漢英半切円形日戳』のデータを調査し、現時点で 565 通存在することを
確認しました（詳しくは『フィラテリスト』に投稿予定）。（第 1 フレーム） 

２．郵便協定以後のカバーについて、数通増やしました。また、上海ローカルポストの活動につ
いて１リーフ展示し、それについての書き込みを行いました。（第 2 フレーム） 

３．鉄道印使用例でカナダ宛のものを１通入手し展示しました。これで、外国郵便、国内郵便共
に鉄道郵便を展示するとともに、鉄郵印2種類を展示していることになります。（第3フレーム） 

４．外国局については、イギリス局のカバーを１通新たに入手したものに代えました。日本局で
威海衛保証占領期の葉書と中国宛の菊封緘を展示しました。菊封緘については、差出人の来
歴を調べて書き込みをしています。また、新たにアメリカ局が増えています。

Postal History of Chinese Imperial Post 1897-1912

中国国家郵政郵便史　1897-1912
作品番号 No. 12

郵便史部門（5 フレーム）
出品者：藤本 博嗣
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Mr. FUJIMOTO Hirotsugu 

藤本 博嗣 氏
１９６０年生まれ。中学校教師。郵趣振興協会 賛助会員 

１０代より中国切手の収集をはじめ、日本郵趣協会大阪中国切手例会に
参加していました。 
そして、２０代から JAPEX に出品をしていました。４０代に病を患い収
集を２０年近く中断、数年前に寛解したので収集を再開しました。ここ
数年は、スタンペックスジャパン、JAPEX や国際展にも出品し、本作品
の向上に努めています。
現在、中国国家郵政時期の郵便史と新中国普通切手を専門的に収集して
います。 

国内展受賞歴（2020 年以前は割愛） 
　JAPEX2020 「大清国家郵政郵便史  1897 － 1912」  ＬＳ（73） 
　STAMPEX JAPAN2021 「大清国家郵政郵便史  1897－1912」  Ⅴ  （76） 
　JAPEX2021 「中国国家郵政郵便史  1897 － 1912」  ＬⅤ（82） 
　STAMPEX JAPAN2022 「中国郵便史  1897 － 1912」  L Ⅴ（80） 
　STAMPEX JAPAN2024 「中国国家郵政郵便史  1897－1912」  LⅤ（83） 
　JAPEX2024 「中国国家郵政郵便史  1897 － 1912」  ＬⅤ＋ Sp（84）  
国際展受賞歴 
　PHILA NIPPON2021 「Postal History of CHINESE IMPERIAL POST」  Ⅴ（80） 
　JAKARTA2024 「Postal History of Chinese Imperial Post」  LV（88） 

出品者プロフィール
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日本の郵政は、これまで額面付きの記念特殊ステーショナリーを 57 種類発行した。
   ・官製葉書 ( 国内用 )(Postal Card)　      ・・・ 48 種類
　 ・外信用葉書 (International Postal Card)　・・・  3 種類
　 ・航空書簡 (Aerogramme)               ・・・  6 種類
1 回目は 1936( 昭和 11) 年発行の『帝国議会議事堂竣工』、最後は 1993( 平成 5) 年発行の『皇

太子御成婚』である。今回の展示では、全 57 種類のうち最初の『帝国議会議事堂竣工（1936( 昭
和 11) 年）』から、『第 24 回国体・夏期（1969( 昭和 44) 年）』までを年代順に並べた。この時
期は、製造面でさまざまなバラエティを見つけることができる。本作品では、どのステーショナリー
も製造面と使用面で構成されている。一般的に日本では、印刷局による厳格な管理のため、オリ
ジナルアートワーク、エッセイ、プルーフなどのアーカイブ資料は、デザイナーからの「例外的
な流出」を除いて、ほとんど郵政博物館が所有しているため、収集が非常に困難である。しかし、
本作品では製造面ではそのようなアーカイブ資料を含めて、みほん、シェード、紙質、変種、エラー
などを展示した。使用面では、加貼使用例を多く採り入れて、速達使用、年賀使用、外信使用な
どを展示した。更に外地（朝鮮、中国、台湾、満州、南洋群島、サハリン）から 1945( 昭和 20)
年以前に内地へ送られてきた使用例も展示した。

プランとしては
第 1 章 : 発行～第二次世界大戦終了まで (4 種類 : 1936-1943)  …  Page 2 - 48
第 2 章 : 第二次世界大戦後の混乱期～復興まで (6 種類 : 1946-1952)  … Page 49 -80
第 3 章 : 記念特殊ステーショナリーの発行数増大 (14 種類 : 1958-1962) …Page 81 -112
第 4 章 : 記念特殊ステーショナリーの空白期 (1 種類 : 1964)  …Page 113 -116
第 5 章 : 記念特殊ステーショナリーの発行復活 (6 種類 : 1968 ～ 1969) …Page 117 -128
第 5 章では、実際は 1993 年まで発行され続けたが、本作品では 1969 年までとした。
見所としては
・アーカイブ各種 (「帝国議会議事堂竣工」の原画参考写真 ( 逓信博物館エンボス押捺 ) とフォ

トエッセイ、 「愛国募金」 の ダイプルーフ・エッセイ及びプルーフ、 「母の日・子供の日 (1958
年 )」の不採用デッサンを展示した。

・製造面のエラーでは、「大東亜戦争 2 周年」の 裁断ずれ や「日本国憲法公布」 の表面印刷も
れなどを展示した。

・使用面では、「愛国募金」の 外地 ( 南洋群島のアンガウル島 ) からイタリア宛の外信使用、「大
東亜戦争 2 周年」のシンガポール ( 昭南島 ) 宛使用など魅力的な使用例を多く展示した。

Commemorative Postal Stationery of Japan 1936-1969

日本の記念特殊ステーショナリー 1936-1969
作品番号 No. 13

ポスタル・ステーショナリー部門（8 フレーム）
出品者：須谷 伸宏
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Mr. SUDANI Nobuhiro 

須谷 伸宏 氏
1972( 昭和 47) 年愛知県生まれ。大阪府寝屋川市在住。

（特非）郵趣振興協会 賛助会員、( 公財 ) 日本郵趣協会 正会員、
（一社）全日本郵趣連合　正会員

1981（昭和 56）年、父親が海外出張のときに、大量の外国切手を買っ
てきてくれて、お土産としてもらったことをきっかけに収集開始。収集
歴 45 年。切手展の初入賞は高校２年生の時、JUNEX’89 で「産業図案切手」
を出品して、「銅賞」を受賞。本来は、一回でいいから切手展で入賞して
切手展出品をやめようと思ったが、この頃「JPS 名古屋支部」に入会して、
リーフ作りについて、諸先輩から色々楽しさを教わり、結局、止めずに
37 年間何らかの切手展（非競争展、国内競争展、国際切手展）へ出品継
続中。現在は、メインは産業図案切手で、サブでは、記念特殊ステーショ
ナリー、初期の暑中見舞葉書、現代郵趣（新動植物国宝 1980 年シリーズ）、
相撲、ラーメンに関する郵趣品、あとは波消し！などと色々と収集をし
ており、切手展でコレクションを披露している。

主な切手展入賞歴
　国内競争展
　　JAPEX2024「日本の記念特殊ステーショナリー 1936-1969」　　  G
　国際展
　　DUBAI2026(FIP)「Commemorative Postal Stationery of Japan 1936-1969」  LV
　　NZ2023(FIAP)          「Japan Definitives Vocational Series」  LG
　　THAILAND2025(FIAP)  「Japan Definitives Vocational Series」   G

出品者プロフィール
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日本海軍占領地のステーショナリーは第二次世界大戦下の南方占領地のうち日本海軍によって
統治されて軍政がひかれた地域です。インド洋に浮かぶアンダマン・ニコバル諸島のアンダマン
島と旧オランダ領東インド、現在のインドネシアの島々がその管理下に置かれました。

数千の島々を統治した日本海軍は検閲の煩わしさから封書の使用を制限し、はがきの使用を推
奨しました。また、消印は防諜上の理由からボルネオ島除き日付のない消印が使われました。

占領下という特殊な環境に加え敗戦によりその資料の多くは焼却され未解明の部分が非常に多
い分野です。戦後 80 年を経てようやく少しづつ発行の背景がわかってきました。現存数が 10 枚
以下というものも数多く、いまだに未使用が確認されていないものもあります。

本展示では種類ごとにおおむね発行順に展示を致しました。ここでしか見ることのできないマ
テリアル数々をご堪能ください。

Postal Stationery Under Japanese Naval Occupation Area

海軍担当地区のポスタルステーショナリー
作品番号 No. 14

ポスタル・ステーショナリー部門（8 フレーム）
出品者：守川 環
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Mr. MORIKAWA Tamaki 

守川 環 氏
昭和２８年東京生まれ。会社社長。郵趣振興協会 監事・正会員

５歳の時から父の影響で切手収集を始める。中学生の時に南方切手と出
会い、日本占領切手の収集を始める。高校時代には切手趣味社（目白）
の南方切手部会に入会し、独自の南方切手カタログ製作に取り掛かる。

大学時代には、郵趣協会からの依頼で『新日本切手カタログ』が『日本
切手専門カタログ』へ変更されることに伴い、その南方切手パートの製
作を行う。その後のステーショナリーの掲載時も含めて、出品者の作成
した独自のカタログ番号が、日専では採用され現在に至っている。

大学時代には、全日展のジュニア部門に海軍地区を出品し銅賞。その後
多くの国内展に出品した。また、JAPEX1983 では、南方占領地のステー
ショナリーを企画・特別展示し、記念出版も行った。

出品者プロフィール
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郵趣などの分野における各種の記録の大切なことを思い、まずは活字にして記録に残したいと
いう気持ちで刊行いたしました。

したがって、未熟の部分や記録したものを一冊にまとめる際の文章の補正に誤り、不手際があ
りましたら浅学非才の編集者の責任です。お許し戴きたいと思います。

永年「全日本切手展」と共に歩み楽しんできた者として、これからも、「全日本切手展」が継続
されることを希望し、切手展に出品しました。生涯楽しめ、文化・知識も与えてくれる趣味に今
後共 公益財団法人日本郵趣協会の会員として、切手収集を楽しみたいと思っております。

ご指導、ご協力をお願い申し上げます、郵趣・切手収集を楽しみましょう。

A History of All Japan Stamp Exhibition

全日本切手展史
作品番号 No. L1

郵趣文献部門（単行本）
出品者：小藤田 紘
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Mr. KOFUJITA Hiroshi 

小藤田 紘 氏
１９４４年生まれ。北海道帯広市在住。郵趣振興協会 賛助会員

ある日、私の元に親戚のお兄さんから届いた一通の手紙。そこには「ビー
ドロを吹く娘」の大型の切手が貼られていました。当時私は 13 歳。そ
の美しさに心を奪われ、それから切手取集に夢中になりました。

１９６３年日本郵趣協会入会、JPS 帯広支部所属。ジャポニカの切手・
昭和から令和連続日付印・記念時刻証明実逓便・面白切手消印・文献資
料の収集、１９９２年より「郵趣記念日」発行。
永年「全日本切手展」と共に歩み楽しんできました。

出品者プロフィール
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本書は、石巻市渡波に在住している鈴木紀男氏の「宮城県に関わる郵便消印」コレクションを
紹介する形で、仙台郵趣会会報『郵趣仙台』（隔月刊）の 224 号（2017 年 6 月）から 244 号（2020
年 10 月）まで連載した「不統一印」の記事、並びに 245 号（2020 年 12 月）から 253 号（2022
年 4 月）まで連載した「記号入り番号印（記番印）」の記事を編集したものです。

現在の青森県、岩手県、宮城県及び福島県は、江戸時代末時点では「陸奥国（むつのくに。
600 年代の半ばに律令制の下で国が置かれた際は、道奥国と表記され、平安時代までの呼称は、
みちのおくくに、みちのくくに。）」に属していました。明治維新により、明治元年 12 月 7 日（旧暦）
に「陸奥国」は、陸奥（りくおう）、陸中（りくちゅう）、陸前（りくぜん）、磐城（いわき）及び
岩代（いわしろ）の５国に分割されました。

戊辰戦争後、62 万石の仙台藩は一旦改易され、明治元年 12 月 12 日に、改めて仙台藩 28 万
石として取立てられました。4 年 7 月（旧暦）の廃藩置県前後には、仙台県、登米県、栗原県、
胆沢県、角田県、平県などの多数の県が成立し、分立していました。その後、同年 11 月（旧暦）、
9 年 4 月と二次に亘る府県統合によって県領域の分割・合併が起り、現在まで続く宮城県の領域
が成立しました。「宮城県」の呼称は、「仙台県」を明治 5 年 1 月に「宮城郡」由来の呼称に改称
したものです。

また、一部の「郡」では、それを所管する「県」がめまぐるしく変わったこともあり、初期の
郵便印の地名表記もその痕跡を残すものが多く存在します。本書は、「郡」単位の章構成になって
いますので、このあたりの事情は、それぞれの章で触れています。

一般には仙台藩＝陸前国＝宮城県というイメージが強いと思いますが、旧仙台藩領は、陸前国
全域のほか、陸中国の南部（現在の岩手県に編入）、磐城国の北部（一部が現在の福島県に編入）
に亘っていました。

宮城県は、最終的に陸前国の１３郡と磐城国の３郡を管轄することになりましたので、鈴木氏
の消印収集も、この１６郡が対象となっています。本書の書名を『宮城県内郵便局の・・・』と
しましたが、そういう事情で記番印に関しては、岩手県の管轄となった気仙郡も含まれています。
宮城県の不統一印及び記番印でこれだけの使用例が一堂に会したコレクションは、そう易々と作
れるものではありません。宮城県の初期消印を、長年、精力的に収集してきた鈴木氏の成果に敬
意を表します。

Early Cancelations used in Miyagi Pref., 1872-1877

宮城県内郵便局の初期消印 ( 明治 5 年 ~ 明治 10 年 ) - 鈴木紀男氏のコレクションから -
作品番号 No. L2

郵趣文献部門（単行本）
出品者：小関 幸生
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Mr. KOSEKI Sachio 

小関 幸生 氏
1934 年（昭和９）　宮城県生まれ
ゼネラルコレクターとして収集歴 78 年

仙台郵趣会・仙台切手文化会　前会長　

地元仙台の複数の郵趣会会報への消印、郵便史の発表多数

『昭和切手入門』（日本郵趣協会、郵趣新書 31）を 1968 年（昭和 43）
に発行。

出品者プロフィール
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小判振舞処は、故 長田伊玖雄氏が 2001 年のフィラ日本開催の折に、大盤振る舞いは無理だけ
ど小判振舞いなら、と洒落で開設されたところから始まります。

長田氏は、小判切手の収集家として、国際展で金賞を獲得されるほどご活躍された傍ら、最初
は私信の形でも情報発信をされました。

特に小判切手の製造面に力を入れられ、小判切手収集に定常変種の概念を導入され、ペーパー
チップ、ヘアライン、さらには同時期に凸版印刷された印紙にも目を向けられ、独自の world を
展開されました。

長田氏が亡くなられて早くも 3 年が過ぎ、「最近の情報」の発行頻度は少々落ちておりますが、
継続発行を維持しております。

2025 年の成果の一つとして、平尾勉氏を中心として研究が進められている「大型ボタ印とそ
の前夜」があります。当初は U 小判の時代に限定していましたが、旧小判の時代まで拡大し、第
2次大型ボタ印以降の使用局について、二重丸型印の変遷の調査に取り組んでいます。218号では、
越中国富山局に注目し、特異な DKB3 印も含めて、KG 印から N3B3 印まで、その流れがやっと
見えてきました。ご協力を戴いた大勢の皆様に感謝申し上げます。

また、作品集として、片山七三雄氏の「東京 N3B2 印と N3B3 印について」、梅原徹氏の「小
判切手を貼った封筒上の事故印」の 2 点を掲載できました。スポット的な投稿よりも、全体の流
れを持った作品集の方が与える印象も大きく、この分野の専門家の解説も得難く、理解もしやす
いと思います。

さらに、立山一郎氏が作成された外国郵便航路のシッピングリストのおかげで、より身近な存
在となった外国郵便です。毎号、外郵印のデータ更新から、使用年代の推定含め投稿をして下さ
る方が増えているのは非常に良い傾向だと思います。専門家の方のご意見を伺いながら進めて参
ります。

Koban Stamps and Their Times, Recent Information

小判切手とその時代 最近の情報
作品番号 No. L3

郵趣文献部門（雑誌）
出品者：小判振舞処
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KOBAN FURUMAI-DOKORO 

小判振舞処
定期購読のご案内
小判振舞処の発行する本雑誌は、令和 8 年 1 月現在、年会費 2,500 円で、
郵送によりお届けします。
新規購読をご希望の方は、以下の発行所にご連絡・ご送金ください。

発行所 〒 558-0011 大阪市住吉区苅田 9 丁目 12 番 1 － 201 号
　　　　　小判振舞処 事務局 水口 公秀
　　　　　E-mail：mina-2441@nifty.com

なお、年会費の振込先は以下の通りです。
　　　ゆうちょ銀行 14110-74913591 ミナクチ キミヒデ
　　　りそな銀行 我孫子支店 (131) 普通 0410183 ミナクチ キミヒデ

出品者プロフィール



86

スタンペックスジャパン２０２６　公式ガイドブック

スタンペックスジャパン 2026

韓国切手専門カタログ（ Specialized Catalogue of Korean Stamps ）は、大韓民国にお
ける国際郵趣連盟（ F.I.P. ）加盟団体である韓国郵趣連合が、韓国郵政 140 周年を記念して、
2023 年に発行した、韓国切手の専門カタログです。

翌 2025 年７月には、内容をさらに強化した第２版（ 2nd Edition ）を発行しました。定価は
４万ウォン（邦貨約 4,000 円）で、許塡氏が編集長を務めました。

同年９月に開催された世界切手展 Philakorea 2025 に出品し展示を行ったところ、Large 
Vermeil, 87 pts. というご評価をいただきました。

韓国郵趣連合では、今後も本カタログの発行を通じて、国内はもとより世界に向けて韓国切手
の魅力を発信してまいりたいと考えております。

Specialized Catalogue of Korean Stamps

韓国切手専門カタログ
作品番号 No. L4

郵趣文献部門（単行本）
出品者：韓国郵趣連合
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Philatelic Federation of Korea

韓国郵趣連合
韓国郵趣連合は、大韓民国における国際郵趣連盟（ F.I.P. ）加盟団体です。

http://www.woopyo.net

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2026

趣味は、何の趣味であれ、趣味者の人生を豊かにすると言われる。
僕は少年時代から「切手蒐集」が趣味であったから、切手で、長い人生を培って来た。切手は

あんな小さな世界だが、方寸の芸術と言われ、そこにはあらゆる文化や歴史、芸術や産業、風習
などがあり、強いては各国との外交官でもあったから、そこから多くを学び、楽しんで人生を潤し、
それはやがて人間形成の糧となった。

切手蒐集は、室内や机上の趣味で、言うなら孤独者の趣味だった。そのためと言おうか、多く
の収集家仲間と交流したら楽しさは倍増するだろうと思い、四十代半ば、郵趣通信「随想・郵趣漫歩」

（今日の「趣味に生きる」）を発行した。その通信の中に「切手物語」を掲載したら誌面は賑わう
であろうし、交流する読者にも喜ばれるのではないかと考えた。それが端緒だった。そうして短
編小説「コレクター T 氏」の物語を紡いだ。

小説は「旅情と郵趣」、平たく言えば「旅と切手」の物語で、様々な年代や時節に、日本の何処
かを旅行し、その折節に何らかの切手に遭遇すると言う、各話が独立した物語である。旅行で切
手に出会った見開記と言おうか。場合には、切手があって旅行を想起した噺と言おうか。

それがいつしか十話を教えるに至った。区切りのよいところで上梓を考え、そうして本書を編
んだ。本響が広く読者に喜んでもらえば幸いである。

Mr.T Collector -A story of travel and philately-

コレクター T 氏 - 旅と切手の物語 -
作品番号 No. L5

郵趣文献部門（単行本）
出品者：滝川 忠
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Mr. TAKIGAWA Tadashi 

滝川 忠 氏
1939 年生まれ　北海道旭川市在住

小学５年生より蒐集開始
範囲：日本切手全般

本書には多くの方よりご感想をいただいておりますが、その中で、左ペー
ジで紹介した切手について、識者より「竜１銭は第３版 38 番ですが、
目打が竜銭短器 D11（整ピッチ）で穿孔されており秀逸です。竜１銭で
は新発見となる貴重な一品です。」とのコメントを頂戴しましたので、紹
介させていただきます。

出品者プロフィール
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全国切手展「スタンペックスジャパン」の歴史
全国切手展「スタンペックスジャパン」は、２０１９年（令和元年）に、郵政博物館（公益財団

法人 通信文化協会）と特定非営利活動法人 郵趣振興協会（以下、「当協会」）により翌年からの開
催が企画された全国切手展です。

国際郵趣連盟（ＦＩＰ）の定める審査規則を適切に運用する為、審査員の人選はじめ、我が国で
開催される全国切手展の中で、ＦＩＰの審査基準に最も準拠する度合いが高く、審査結果が世界的
に通用する切手展です。

この様な展覧会の性格が形作られた背景には、当協会の吉田敬理事長が展覧会の企画にあたり、
国際切手展における審査経験が日本人の中で突出して多く、世界中の多くの審査員から尊敬の念で
接されている佐藤浩一氏 *1 にプロジェクト立ち上げへの参画を要請し、両者で数ヶ月に渡り納得の
いくまで討論を行ったことがあげられます。

以前は、国際切手展への出品に慣れていないと、国内切手展での高評価にも拘わらず思いがけな
い結果に落胆された経験をお持ちの方も少なくなかったようです。そのような失望を防ぐ為に、我
が国初の、世界切手展基準の審査と指導を受ける場として、郵政博物館と郵趣振興協会により開始
された展覧会がスタンペックスジャパンです。本展覧会のクリティーク、ホームページや講演の活
用を経て、以後の国際展で飛躍されたフィラテリストを多数輩出して参りました。

毎年桜の咲く時期の前後に開催しております。本展覧会にご出品された皆様の国際切手展でのご
活躍を祈念いたします。

*1 国際郵趣連盟（FIP）伝統郵趣コミッション チェアマン、伝統郵趣・郵便史・文献部門におけるチームリーダー
資格及びジュリーセクレタリー資格を持つ FIP 登録審査員

A History of Stampex Japan

Stampex Japan is a nationwide stamp exhibition planned by the Postal Museum Japan and the Society for 
Promoting Philately in 2019.

In order to properly apply the judging rules set by the FIP, this exhibition is the most highly compliant of 
all the national stamp exhibitions held in Japan with respect to the FIP's judging standards, including the 
selection of judges, and the results of the judging are accepted worldwide.

The background to the development of this exhibition is that Mr. YOSHIDA Takashi, President of the 
Society for Promoting Philately, asked Mr. SATO Koichi *1, who has overwhelming experience in judging 
international stamp exhibitions than any other Japanese judge and is held in high esteem by many judges 
around the world, to participate in the launch of the project, and the two sides discussed the project for several 
months until they were satisfied with the outcome. 

In the past, many Japanese exhibitors who were not accustomed to exhibiting at international philatelic 
exhibitions were disappointed by unexpected results despite the high evaluation of their collection at domestic 
exhibitions. Stampex Japan is the first Japanese stamp exhibition to be judged and guided by the World 
Philatelic Exhibition standards to prevent such disappointments.Through the use of this exhibition's critiques, 
website, and lectures, many exhibitors have made great strides at international exhibitions since then. 

The exhibition is held every year around the time the cherry blossoms bloom. We wish all the exhibitors' 
great success at international philatelic exhibitions.

*1 FIP Traditional Philately Commission Chairman, FIP accredited Jury ; Team Leader of  Traditional Philately, Postal History 
and Literature Classes, FIP Jury Secretary.
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Grand Prix
  POSTAL CARDS OF JAPAN 1873-1874, Mr. SAI Toru

Special Prize
  France 1849-1862, Mr. ARIYOSH
  Japan Definitives 1937-1940, Ms.KIKUCHI
  A Postal History of Japan 1937-1946 Mr. YAMAMOTO

全16作品 （伝統郵趣6、郵便史8、ステーショナリー2）

Grand Prix
  Japan Definitive Issues 1914 - 1925, Mr. NIWA Akio

Special Prize
Japan Definitives 1937-1940, Ms.KIKUCHI
JAPAN CHRYSANTHEMUM SERIES 1899 - 1910 Mr. MURAYAMA
Postal History of Japanese Special Delivery Mail by the 
name of“Sokutatsu”1911-1948 Mr. YOKOYAMA

全14作品 （伝統郵趣7、郵便史5、ステーショナリー2）

Grand Prix
  Hawaii, Mr. YAMAZAKI FUmio

Special Prize
Japan Etched Stamps, Mr. KURODA 
France 1849-1862,   Mr. ARIYOSH
Early Mail and The Foreign Post Offices in 
China, 1745-1898,  Mr. OHBA

全12作品 （伝統郵趣7、郵便史4、ステーショナリー1）

Grand Prix
  France 1849-1862,   Mr. ARIYOSHI Nobuto
Tejima Yasushi Award
  Japan Etched Stamps 1871-1876, Mr. KURODA 
Special Prize

Postal History of Jianzhou in China 1898-1949,  Mr. FUKUDA
Best One-Frame
  1943 MALAY 4C POSTAL CARD, Ms. KIKUCHI

全 21 作品 （伝統 9、郵便史 4、ステーショナリー 2、ワンフレーム 3、文献 3）

Grand Prix
  Japan Etched Stamps 1871-1876,   Mr. KURODA Takashi

Tejima Yasushi Award
  JAPAN : Showa Series, 1937-46, Mr. ITOH 
Special Prize
  Indian China Expeditionary Force 1900-1923,  Mr. KOIWA
  URUGUAY 1856-1884, Mr. MAKIHARA

全 24 作品 （伝統 8、郵便史 5、ステーショナリー 1、ワンフレーム 1、文献 9）

全国切手展「スタンペックスジャパン」受賞履歴（抜粋）2021 〜 2025 年
本展覧会にご出品された皆様の国際切手展でのご活躍を祈念いたします。

2021/4/10-12
実行委員長 安藤源成
審査員長　佐藤浩一
審査員　山﨑文雄、山田廉一

2022/3/26-28
実行委員長 斎享
審査員長　佐藤浩一
審査員　山﨑文雄
アプレンティス　吉田敬

2023/3/25-27
実行委員長 守川環
審査員長　佐藤浩一
審査員　フアン・チェンフェイ、
設楽光弘、山田廉一、吉田敬

2024/3/30-4/1
実行委員長 横山裕三
審査員長　佐藤浩一
審査員　アンドリュー・チョ
ン、山田廉一、吉田敬

2025/3/29-3/31
実行委員長 横山裕三
審査員長　アンドリュー・チョン
審査員　設楽光弘、山田廉一、
吉田敬

Mr. SAI ToruMr. SAI Toru

Grand Prix WinnerGrand Prix Winner

Mr. NIWA AkioMr. NIWA Akio

Mr. YAMAZAKI FumioMr. YAMAZAKI Fumio

Mr. ARIYOSHI Nobuto Mr. ARIYOSHI Nobuto 

Grand Prix WinnerGrand Prix Winner

Grand Prix WinnerGrand Prix Winner

Grand Prix WinnerGrand Prix Winner

Mr. KURODA Takashi Mr. KURODA Takashi 

Grand Prix WinnerGrand Prix Winner
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2020 年は緊急事態で中止となりました。

第１回全国切手展
2020.3.6-8

第３回全国切手展
2022.3.26-28

第２回全国切手展
2021.4.10-12

第４回全国切手展
2023.3.25-27

第５回全国切手展
2024.3.30-4.1

第６回全国切手展
2025.3.29-3.31 スタンペックスジャパン

National Philatelic Exhibition 
at The Postal Museum Japan Tokyo SKYTREE TOWN SORAMACHI

4/10（月）～4/13（火）全国切手展
主催：郵政博物館、特定非営利活動法人 郵趣振興協会　
協賛：スタンペディアプロジェクト　
後援：カルトールセキュリティプリンティング社、
切手市場、（一社）全日本郵趣連合、株式会社鳴美、
（公財）日本郵趣協会（50 音順）

ご招待券
1 枚につき3名様まで1回限り

2021年4 月10,11,12,13日に有効

※最終入場時刻16時

10日（土）10時半～16時半
11日（日）10時半～16時半
12日（月）10時半～16時半
13日（火）10時半～16時半

いりやまさとし
「パンダたいそう」絵本原画展

３月20日（金）～ 4月5日（日）

春休み特別展示（多目的スペース）

（1枚につき御1人様1回有効）
ご招待券 　　　非売品

休　館　日：3月4日（水）・5日（木）
開館時間：10：00～17：30（入館は17：00まで）
※3月10日（火）のみ企画展示室は13:30で終了
　（ただし、常設展示場は通常閉館）
主催　郵政博物館（公益財団法人通信文化協会）
　　　特定非営利活動法人郵趣振興協会　　　 
協力　株式会社講談社（春休みイベント）

　　　 スポーツ切手展
2月22日（土）～ 3月1日（日）

　　　 競争切手展
　　　 スタンペックスジャパン2020

3月6日（金）～ 3月10日（火）

　　　 from 1896 to 2016
3月14日（土）～ 4月5日（日）

※第1部及び期間外の企画展示室は閉鎖、常設展示場のみになります。

こどもの頃に楽しんだ方も多いであろ
う切手集め。収集したコレクションを
競う世界レベルの審査競技があるのを
ご存知ですか？スタンペックスジャパ
ンは、日本におけるその最高レベルの
展覧会です。切手コレクションの審査
競技。ぜひご参観ください。

第2部

第 1部

第 3部

世界切手展
令和2年2月22日㈯～4月5日㈰

「パンダたいそう」絵本原画展

世界切手展 _招待券 _表面

- 全国切手展 スタンペックスジャパンのあゆみ -
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本展覧会にご寄付を下さった方々
Donors to the Exhibition

スタンペックスジャパン運営寄附（１口二千円）にご協力くださった皆様

 2026 年 3 月 9 日受付分までを掲載

許塡 様 Mr.Jin HUR（15 口）
手嶋康之 様 Mr.TEJIMA Yasuyuki（5 口）
山田 廉一 様 Mr.YAMADA Ren-ichi（5 口）　
守川環 様 Mr.MORIKAWA Tamaki（5 口）　
池田健三郎 様 Mr.IKEDA Kenzaburo（5 口）
吉田敬 様 Mr.YOSHIDA Takashi（5 口）
小藤田紘 様 Mr.KOFUJITA Hiroshi（4 口）　
松田伸裕 様 Mr.MATSUDA Nobuhiro（3口）　
鎌倉達敏 様 Mr.KAMAKURA Tatsutoshi（2口）
北野雅利 様 Mr.KITANO Masatoshi（2 口）　
増山三郎 様 Mr.MASUYAMA Saburo（2 口）
槇原晃二 様 Mr.MAKIHARA Koji（2 口）　
伊藤純英 様 Mr.ITOH Sumihide（2 口）　
安藤裕 様 Mr.ANDO Hiroshi（2 口）　
宍戸俊介 様 Mr.SHISHIDO Syunsuke（2 口）
若桑正一 様 Mr.WAKAKUWA Shoichi（2 口）　
永井正保 様 Mr.NAGAI Masayasu（2 口）　
小判振舞処 様 Koban Furumai-Dokoro（2口）　
水谷行秀 様 Mr.MIZUTANI Yukihide（2 口）

菊地恵実 様 Ms.KIKUCHI Emi（2 口）
横山裕三 様 Mr.YOKOYAMA Hiromi （2口）
中野健司 様 Mr.NAKANO Kenji（2 口）
伊藤文久 様 Mr.ITO Fumihisa　
斎藤環 様 Mr.SAITO Tamaki　
越農雄二 様 Mr.KOSHINO Yuji　
山崎文雄 様 Mr.YAMAZAKI Fumio　
立山一郎 様 Mr.TATEYAMA Ichiro　
新井理 様 Mr.SHIN-I Tadasu　
菊池達哉 様 Mr.KIKUCHI Tatsuya　
斎享 様 Mr.SAI Touru　
安藤源成 様 Mr.ANDO Gensei　
須谷伸宏 様 Mr.SUDANI Nobuhiro　
加藤茂樹 様 Mr.KATO Shigeki　
宮崎幸二 様 Mr.MIYAZAKI Koji　
黒田卓 様 Mr.KURODA Takashi　
木戸裕介 様 Mr.KIDO Yusuke
藤本博嗣 様 Mr.FUJIMOTO Hirotsugu　
池原郁夫 様 Mr.IKEHARA Ikuo

スタンペックスジャパンの運営にかかる経費は、郵趣振興協会 会員（正会員・
賛助会員）の納めた年会費の一部、ならびに本展覧会に対するご寄付により
賄っております。

「スタンペックスジャパン運営寄附」は、会期中も １口 ２千円 で、博物館入
口近くの「ディーラーブース 兼 郵趣文献部門 リーディングルーム」にて承
ります。本展覧会の安定した運営の為に、ご協力いただけましたら幸いです。

「スタンペックスジャパン運営寄附」以外のご寄付

（１）スタンペックスジャパン 2025 文献部門 出品コレクションの販売代金
 23,800 円

（２）ジャパン・フィラテリスト・サミット２０２６　特別協賛
　　 スタンペディアオークション株式会社　Stampedia Auction, inc. 　33 万円
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PHILATAIPEI2026 出品ご希望の方は、HP 掲載の同展覧会の IREX（原文）
を必ずご覧の上、下記期日までに日本コミッショナーまで申込書とタイトル
ページ（任意：シノプシス）をご提出ください。

出品締切　2026 年 3 月 15 日（日）
連絡先　tp2026@kitte.com

※このメールアドレス宛のメールは、日本コミッショナーおよび
コミッショナーアドバイザリー会議メンバーが内容を見ます。

出品締切日ですが、スタンペックスジャパン 2026 にご出品される方から、「ス
タンペックスジャパン 2026 の結果が出てから申込書を提出したいので、出
品申込締切日を延期できないでしょうか」とご相談をいただきました。
より多くの作品を集める事もコミッショナーの重要な仕事の一つのため、ご
要望にお応えすべく現在組織委員会に延期できないかを打診しております。
ただ、まだどうなるか不明な状態ですので、現時点では 3/15（日）で一旦
締切とさていただきます。こちらについては、組織委員会から何らかの返答
をいただき次第、ブログで報告予定です。

PHILATAIPEI 2026 へのお誘い
仙台・東京・新潟から 4 時間、関空・博多からなら 3 時間前後で行ける台湾は、文化・食も我が

国に近いことから、過去には年間 200 万人もの日本人が訪れているそうです。読者の皆様の中にも、
訪台経験をお持ちの方は少なくないのではないかと思います。

そんな魅力あふれる台湾・台北で今年１１月に世界切手展 PHILATAIPEI 2026 が開催されます。
昨年開催された韓国に引き続き、日本から近い場所での開催です。近い！美味い！行きやすい！三
拍子揃った PHILATAIPEI 2026。この機会に是非渡航も合わせてご検討いただき、出品、参観を通
してチーム日本で楽しい国際展にしていきましょう。

ちなみに、国際展出品者にとっては、今からでも出品締切に間に合う 2026 年唯一の世界切手展
ですので、貴重な機会です。台北世界展への出品を是非ご検討しませんか？

なお、コミッショナーは、昨年末に出品者によるオープン・ディスカッションを通じて選出されま
したので、出品者ファーストでコミッショナー業務を遂行していく所存です。どうぞよろしくお願い
致します。

なお、ご出品者の方への詳細情報の開示にあたり、2025 年 12 月 15 日より、郵趣振興協会 HP 
（ https://kitte.com 以下 QR コード）に間借りし、情報発信を開始しておりますので合わせてご覧
ください。

	 PHILATAIPEI 2026 コミッショナー（日本）　

菊地 恵実
木戸 裕介 *

* 木戸裕介はセカンドコミッショナー選定条件を満たした後に正規のコミッショナーとなります。
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書　名：スタンペックスジャパン２０２６ 公式ガイドブック
副　題：フィラテリストマガジン号外４３号
発行日：２０２６年 ３月１０日
部　数：1,500 部
発行者：無料世界切手カタログ・スタンペディア株式会社
発行人：吉田敬
編集部：菊地恵実、北川朋美
* 当誌は「スタンペディア日本版」の機関誌です。

Name of the book:	 The Official Guide of the Stampex Japan 2026
Sub Name:		 The Philatelist Magazine Extra Edition 43
Date of issue:	 March 10th 2026
Number of printing	 1,500 copies
Publisher:		  Stampedia, inc. Takashi Yoshida
Editor:		  E. Kikuchi, T. Kitagawa

第 10 期正会員・賛助会員を募集中です

末長くフィラテリーを楽しめる仕組み作りをする公益郵趣団体です。
２０１７年から始まった活動は 10 期目を迎えます。郵政博物館との
連携を基に全国切手展スタンペックスジャパンを主催するほか、オ
ンラインの郵趣例会やコレクション展示の振興活動を行っています。

公益郵趣団体ではありますが、展覧会や各種行事の出品料割引な
ど、特典を少しずつ拡充しています。是非会員となっていただき、
我が国における郵趣振興にご協力ください。

賛助会員の年会費は 6,000 円です。ご入会いただける場
合は、詳細資料・入会用紙を郵送しますので、ご連絡く
ださい。インターネットでも詳細を掲載しています。

102-0083 海事ビル内郵便局留置 郵趣振興協会　　http://kitte.com
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